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小児科業績
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10　吉原伸弥，藤田雄治，大髙智博，斎藤愛美，安藤裕輔，宮本健志，今高城治，吉原重美：
可逆性脳梁膨大部病変を有する軽症脳炎・脳症（MERS）を合併した川崎病の1例．第149
回⊘第150回日本小児科学会栃木県地方会　足利　2020,7. 

11　杉田憲一，沼田道生，渡部功之，今高城治，吉原重美：心の診療における「脆弱な家庭」
の現状．第149回⊘第150回日本小児科学会栃木県地方会　足利　2020,7. 

12　鈴村宏，渡部功之，栗林良多，坪井弥生，吉原重美：NICU退院後のフォローアップ中に
先天異常疾患の診断に至った低出生体重児．第123回日本小児科学会学術集会．神戸（web
開催）　2020,8. 

13　小山さとみ，有阪治，長沼純子，吉原重美：1歳前後の体重増加不良は学童期の低身長・
低体重と関連する．第123回日本小児科学会学術集会．神戸（web開催）　2020,8. 

14　安藤裕輔，鈴村宏，加藤正也，有賀信一郎，加納優治，栗林良多，渡部功之，吉原重美：
日齢0から酵素補充療法を開始し自宅退院した周産期重症型低ホスファターゼ症の1例．第
123回日本小児科学会学術集会　神戸（web開催）　2020,8. 

15　藤田雄治，阿久津晃，宮本健志，梅津守一郎，十河剛，乾あやの，吉原重美：高用量ウル
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ソデオキシコール酸が有効であった潰瘍性大腸炎合併原発性硬化性胆管炎．第123回日本
小児科学会学術集会　神戸（web開催）　2020,8. 

16　宮本学，小森慈海，石川洵，梶谷さゆり，小川美織，市川剛，安藤裕輔，藤田雄治，加藤
正也，中山元子，吉原重美：スイカでアナフィラキシーを生じた花粉-食物アレルギー症
候群の女児例．第123回日本小児科学会学術集会　神戸（web開催）　2020,8. 

17　鷹木雄飛，加納優治，菅原沙織，大和田葉子，福島啓太郎，佐藤雄也，吉原重美：小児で
急性尿閉を来した2例．第123回日本小児科学会学術集会　神戸（web開催）　2020,8. 

18　菅原沙織，宮本健志，今高城治，有賀信一郎，石井純平，吉原重美：シクロスポリンA持
続静注治療が著効した免疫グロブリン抵抗性川崎病．第123回日本小児科学会学術集会　
神戸（web開催）　2020,8. 

19　阿久津晃，藤田雄治，野村好平，長沼純子，宮本健志，小山さとみ，今高城治，吉原重
美：循環血液量減少性ショックとなった劇症1型糖尿病の重症心身障害児．第123回日本小
児科学会学術集会　神戸（web開催）　2020,8. 

20　宮本健志，石井純平，吉原伸弥，阿久津晃，斎藤愛美，寺師義英，菅原沙織，鷹木雄飛，
有賀信一郎，藤田雄治，加納優治，今高城治，吉原重美：インフリキシマブ・シクロスポ
リンA持続静注療法による3rd line以降の早期治療の効果．第123回日本小児科学会学術集
会　神戸（web開催）　2020,8. 

21　吉原重美：喘息診療ガイドライン再考．第1回日本喘息学会総会学術大会　大阪　2020,8. 
22　吉原重美，椿俊和，池田政憲，加藤志歩奈：4歳以下の乳幼児喘息におけるフルチカゾン

50µg（FP）/サルメテロール25µg（FP/SAL）配合剤とFPの臨床効果と安全性の比較検討．
第1回日本喘息学会総会学術大会　大阪　2020,8.

23　寺師義英，加藤正也，Chang-keun Kim，吉原伸弥，中山幸量，宮本学，安藤裕輔，藤田雄治，
中山元子，吉原重美：血清EDNレベルにおける気道アレルギー疾患発症予知におけるバ
イオマーカーとしての有用性．第1回日本喘息学会総会学術大会　大阪　2020,8.

24　吉原伸弥，宮本学，寺師義英，中山幸量，安藤裕輔，藤田雄治，加藤正也，中山元子，荒
井一徳，牧野荘平，吉原重美：気管支喘息に罹患する高校生に対する移行期医療の現状調
査．第1回日本喘息学会総会学術大会　大阪　2020,8.　

25　荒井一徳，南部光彦，宮本学，吉原伸弥，寺師義英，吉原重美，渡邉直人，牧野荘平：長
期の休校⊘休園・外出自粛による小児の受動喫煙暴露状況の変化（奈良県）．第1回日本喘
息学会総会学術大会　大阪　2020,8.

26　福島啓太郎：小児領域における発熱性好中球減少症．緩和・支持・心のケア合同学術2020
大会（第5回日本がんサポーティブケア学会学術集会）　京都（web開催）　2020,8.

27　早瀬朋美，三重野牧子，福島啓太郎，森尚子，加藤陽子，足洗美穂，大曽根眞也，小林京
子，齋藤雄弥，佐野弘純，澤田明久，新小田雄一，長谷川大一郎，長谷川大輔，堀司，矢
野道広，山本暢之，湯坐有希，山口拓洋，森本哲：本邦小児がん患者における症状評価尺
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度開発のための調査研究．緩和・支持・心のケア合同学術2020大会（第25回日本緩和医療
学会学術大会）　京都（web開催）　2020,8. 

28　吉原重美：小児気管支喘息の診断・検査．第14回相模原臨床アレルギーセミナー　相模原
（web開催）　2020,9. 

29　吉原重美：小児気管支喘息の難治化予防．千葉気道アレルギーフォーラム　千葉　2020,9.   
30　加藤正也，寺師義英，吉原伸弥，中山幸量，宮本学，安藤裕輔，藤田雄治，中山元子，吉

原重美：乳幼児の非IgE関連喘息からアトピー型喘息への移行の割合．第57回日本小児ア
レルギー学会学術大会　横浜（web開催）　2020,10.

31　宮本学，吉原重美，只木弘美，塩谷裕美，田端秀之，望月博之：肺音解析を用いた将来の
反復性喘鳴の客観的評価．第57回日本小児アレルギー学会学術大会　横浜（web開催）　
2020,10.

32　中山幸量，寺師義英，吉原伸弥，宮本学，安藤裕輔，加藤正也，藤田雄治，中山元子，福
田啓伸，吉原重美：乳児期発症のアトピー性皮膚炎，食物アレルギーによる3歳までのア
レルゲン感作状況の経時的推移について．第57回日本小児アレルギー学会学術大会　横浜

（web開催）　2020,10. 
33　吉原伸弥，宮本学，寺師義英，安藤裕輔，藤田雄治，加藤正也，中山元子，吉原重美：小

児期発症アトピー性皮膚炎患者へのデュピルマブ投与による皮膚苔癬化の治療効果．第57
回日本小児アレルギー学会学術大会　横浜（web開催）　2020,10. 

34　荒井一徳，渡邉直人，吉原重美，福田啓伸，宮本学，南部光彦，望月博之，川合厚子，牧
野荘平：1都6県14都県立高校生の市中における受動喫煙曝露実態調査結果．第57回日本小
児アレルギー学会学術大会　横浜（web開催）　2020,10.

35　荒井一徳，渡邉直人，吉原重美，福田啓伸，宮本学，南部光彦，望月博之，川合厚子，牧
野荘平：1都6県14都県立高校生の家庭における受動喫煙曝露実態調査結果．第57回日本小
児アレルギー学会学術大会　横浜（web開催）　2020,10. 

36　望月美恵，武者育麻，小林浩司，鈴木滋，小林基章，棚橋祐典，小山さとみ，菅原大輔，
松浦信夫，佐々木望，杉原茂孝，菊池透，雨宮伸，小児インスリン治療研究会：小児1型
糖尿病患者におけるHbA1cの施設間差は1995年以降縮小している．第63回日本糖尿病学
会学術集会　大津（web開催）　2020,10.

37　武者育麻，望月美恵，小林浩司，鈴木滋，小林基章，棚橋祐典，小山さとみ，菅原大輔，
松浦信夫，佐々木望，雨宮伸，杉原茂孝，菊池透：小児1型糖尿病発症後6ヵ月から3年ま
での間の1年間の平均HbA1cは，その後のHbA1cの予測因子になる．第63回日本糖尿病学
会学術集会　大津（web開催）　2020,10.

38　吉原重美：果物アレルギー診療のポイント．第51回日本職業・環境アレルギー学会総会・
学術大会　岡山　2020,11.　

39　藤田雄治，中山元子，寺師義英，吉原伸弥，中山幸量，宮本学，安藤裕輔，加藤正也，吉
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原重美：好塩基球活性化試験が診断に有用であったプロポフォールアレルギーの小児例．
第51回日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会　岡山　2020,11. 

40　髙岩由哉，宮本学，吉原伸弥，菅原沙織，野間真人，梶谷さゆり，小川美織，石井純平，
金井美馬，岡本麻希，塚田鏡寿，本間浩一，吉原重美：感染性発疹症と鑑別を要した急性
汎発性発疹性膿疱症(AGEP)の症例．第151回日本小児科学会栃木県地方会　下野　2020, 
11.

41　斎藤愛美，今高城治，戸田怜奈，橋本富美子，遠藤恭子，鈴木大作，新井信裕，新美里恵，
岩本良子，吉原重美：当院における医療ソーシャルワーカー︵MSW︶の活動状況報告　平
成29年度．第151回日本小児科学会栃木県地方会．下野　2020,11. 

42　大髙智博，藤田雄治，吉原伸弥，長沼純子，小山さとみ，吉原重美：急性胃腸炎と診断さ
れていた抗GAD抗体陽性劇症1型糖尿病の13歳女子．第151回日本小児科学会栃木県地方
会　下野　2020,11.

43　黒﨑和典，高栁文貴，大髙智博，阿久津晃，安藤裕輔，今高城治，吉原重美：不明熱精査
中に膀胱直腸障害を来たした急性弛緩性脊髄炎の1例．第151回日本小児科学会栃木県地方
会　下野　2020,11. 

44　大村翔平，鷹木雄飛，加納優治，吉原重美：ぶどう膜炎を契機に診断された間質性腎炎ぶ
どう膜炎症候群(TINU症候群)の2例．第151回日本小児科学会栃木県地方会　下野　2020, 
11.

45　福島啓太郎：小児白血病・悪性腫瘍治療時における侵襲性真菌感染症．第62回日本小児血
液・がん学会学術集会　郡山（web開催）　2020, 11.

46　大坪勇人，佐藤雄也，鷹木雄飛，加納優治，奥谷真由子，大和田葉子，福島啓太郎，吉原
重美：急性骨髄単球性白血病治療後にMRIで発見された輸血後鉄過剰症の男児例．第62回
日本小児血液・がん学会学術集会　郡山（web開催）　2020,11.

47　藤田雄治，滝瀬由吏江，吉原伸弥，石井純平，後藤一貴，今高城治，深美悟，平林秀樹，
春名眞一，吉原重美：吸気性喘鳴を呈した MRSA による咽後膿瘍の2ヵ月男児．第15回
日本小児耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会　高知　2020,12.

48　藤田雄治：気管支喘息発症の胎外因子と予防について．第29回国際喘息学会日本・北アジ
ア部会　宇都宮　2020,12.

49　宮本学，吉原重美：乳幼児の慢性咳嗽の診断と治療．第29回国際喘息学会日本・北アジア
部会　宇都宮　2020,12.　

50　寺師義英，宮本学，荒井一徳，寺田明彦，福田啓伸，吉原伸弥，渡邉直人，吉原重美：新
型コロナウイルス感染症拡大予防のための休校・休園⊘外出自粛が喘息患児の体調等に及
ぼす影響に関するアンケート調査結果．第29回国際喘息学会日本・北アジア部会　宇都宮   
2020,12.

51　吉原伸弥，宮本学，荒井一徳，寺田明彦，福田啓伸，寺師義英，渡邉直人，吉原重美：新
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型コロナウイルス感染症拡大予防のための休校・休園/外出自粛が喘息患児の咳嗽に及ぼ
す影響に関するアンケート調査結果．第29回国際喘息学会日本・北アジア部会　宇都宮　
2020,12.

52　荒井一徳，宮本学，南部光彦，寺田明彦，福田啓伸，吉原伸弥，寺師義英，吉原重美，渡
邉直人：新型コロナウイルス感染症拡大予防のための休校・休園/外出自粛が喘息患児の
受動喫煙に及ぼす影響に関するアンケート調査結果．第29回国際喘息学会日本・北アジア
部会　宇都宮　2020,12.

53　吉原重美：乳幼児喘息治療の今後の展開．第253回みなとセミナー　第74回横浜市アレルギー
懇話会　横浜（web開催）　2020,12.

54　中山幸量，寺師義英，吉原伸弥，菅野訓子，松原知代，石井とも，飯村昭子，宮本学，福
田啓伸，吉原重美：乳児期のアトピー性皮膚炎と食物アレルギーの同時発症は環境アレル
ゲン感作のリスク因子である．第48回　獨協医学会学術集会　壬生（web開催）　2020,12.

55　久保良美，金澤伸雄，神人正寿，美木田直哉，古川福実，吉原重美，福田啓伸，カマーゴ
・ カルロス：乳児期の噛み与えと生活関連因子による革新的アレルギー予防法の疫学研
究．第50回日本皮膚免疫アレルギー学会総会学術大会　高知　2020,12.

公開講座
１　吉原重美：子どものアレルギー疾患とその対応．草加市共催講座（獨協大学地域と子ども

リーガルセンター）　草加　2020,1.
２　吉原重美：子どもの病気について．平成31年度ママのミニ学習会（日光市地域子育て支援

センター）　日光　2020,2.
３　吉原重美：学校のアレルギー疾患に対する取り組みガイドラインについて．令和元年度 

公益財団法人日本学校保健会事業報告会　東京　2020,2.
４　吉原重美：保育所における食物アレルギーの現状と対応．令和元年度　第4回保育士研修会   

宇都宮　2020,2.
５　吉原重美：園における食物アレルギー・アナフィラキシー対策．（仁神堂幼稚園）　鹿沼　

2020,3.
６　吉原重美：食物アレルギーの基礎知識と緊急時の対応について．令和２年度食物アレルギー

研修会（壬生町立安塚小学校）　壬生　2020,4.
７　吉原重美：食物アレルギー・アナフィラキシーの現状とその対応．令和２年度食物アレル

ギー対応研修会（鹿沼東中学校）　鹿沼　2020,6.
８　吉原重美：新・学校のアレルギー疾患に対する取り組みガイドラインについて．令和2年

度　第1回　栃木市学校給食食物アレルギー対応調整会議　栃木　2020,7.
９　吉原重美：アレルギー疾患の理解；保育所におけるアレルギー対応ガイドライン．令和2

年度　第1回保育士等キャリアアップ研修　宇都宮　2020,7.
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10　吉原重美：学校におけるアレルギー疾患の緊急時対応について．日光市立今市小学校研修
会　日光　2020,8.

11　吉原重美：食物アレルギーの理解と対応．令和2年度日光市今市中学校対応研修会　日光   
2020,9.

12　吉原重美：子どもの病気について．日光市地域子育て支援センター研修会　日光　2020,9.
13　吉原重美：アレルギー疾患の理解・保育所におけるアレルギー対応ガイドライン．令和2

年度　第2回保育士等キャリアアップ研修　宇都宮　2020,10.
14　吉原重美：食物アレルギー・アナフィラキシー対応の現状と課題．文部科学省補助事業 

アレルギー講習会（日本学校保健会主催）　青森　2020,10.
15　吉原重美：小児の喘息．2020年度アレルギー相談員養成研修会︵日本アレルギー学会主催︶　　　

東京（web開催）　2020,10.
16　吉原重美：小児喘息治療における吸入療法の考え方．栃木県小児喘息web講演会　web　

2020,10.
17　吉原重美：アレルギー疾患の理解・保育所におけるアレルギー対応ガイドライン．令和2

年度　第3回保育士等キャリアアップ研修　栃木　2020,11.
18　吉原重美：食物アレルギーの基礎知識と緊急時の対応について．第15回栃木県健康教育研

究大会　宇都宮　2020,12.
19　吉原重美：保育所における食物アレルギーの現状と対応．令和2年度第4回保育士研修会　

宇都宮　2020,12.
20　吉原重美：アレルギー疾患の理解・保育所におけるアレルギー対応ガイドライン．令和2

年度　第4回保育士等キャリアアップ研修　宇都宮　2020,12.

ラジオ・新聞等
１　吉原重美：アレルギーマーチについて，CRT栃木放送，ラジオ・アレルギーセミナー，

2020,4,1.　ラジオ
２　吉原重美：花粉症の最新治療，CRT栃木放送，ラジオ・アレルギーセミナー，2020,4,8.　

ラジオ
３　吉原重美：アレルギーは治るのか，CRT栃木放送，ラジオ・アレルギーセミナー，2020,4, 

15. ラジオ
４　加藤正也：花粉症について①，CRT栃木放送，ラジオ・アレルギーセミナー，2020,4,22.    

ラジオ
５　加藤正也：花粉症について②，CRT栃木放送，ラジオ・アレルギーセミナー，2020,4,29.   

ラジオ
６　加藤正也：喘息①，CRT栃木放送，ラジオ・アレルギーセミナー，2020,5,6.　ラジオ
７　加藤正也：喘息②，CRT栃木放送，ラジオ・アレルギーセミナー，2020,5,13.　ラジオ
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８　安藤裕輔：アトピー性皮膚炎①，CRT栃木放送，ラジオ・アレルギーセミナー，2020,5,20.   
ラジオ

９　安藤裕輔：アトピー性皮膚炎②，CRT栃木放送，ラジオ・アレルギーセミナー，2020,5,27.   
ラジオ

10　安藤裕輔：アトピー性皮膚炎③，CRT栃木放送，ラジオ・アレルギーセミナー，2020,6,3.   
ラジオ

11　福田啓伸：食物アレルギー①，CRT栃木放送，ラジオ・アレルギーセミナー，2020,6,10.   
ラジオ

12　福田啓伸：食物アレルギー②，CRT栃木放送，ラジオ・アレルギーセミナー，2020,6,17.   
ラジオ

13　吉原重美：花粉症，喘息，アトピー性皮膚炎，食物アレルギーについての総括，CRT栃木
放送，ラジオ・アレルギーセミナー，2020,7,8.　ラジオ

14　吉原重美：第15回小児科の医療について，CRT栃木放送，はぐくみラボ，2020,7,26.　ラ
ジオ

15　吉原重美：小児喘息の難治化予防・治療戦略，第1回日本喘息学会ワークショップ「喘息
診療ガイドライン再考」，Medical Tribune，2020,9,11.　新聞

16　吉原重美：日本小児科学会栃木県地方会50年の歩み，栃木県医師会史Ⅱ～令和から振り返
る医師会史～　P366，栃木県医師会，2020.　栃木県医師会史

監修・編集等
１　吉原重美：学校給食における食物アレルギー対応の手引き．監修・編集，小山市教育委員

会　2020.




